
 

 

 

                                       

平成３０年度「地方創生カレッジ事業 eラーニングコンテンツ制作」 

シラバス 

 

講座名 プロスポーツビジネス実践 

講座カテゴリ スポーツビジネスによる地域活性化 

講師名 荒⽊重雄 

講座概要 日本再興戦略２０１６の中で取り上げられている「スポーツ業界の成長

産業化」をもとに、2020 年に向けたスポーツ業界の青写真に触れた後、

スポーツビジネスの概論として、スポーツ業界の組織構造、ガナバンス

モデル、代表的な事業構造と事業モデル、スタジアム・アリーナとスポ

ーツチームとの一体経営モデル等について２回にわたり解説します。最

終回は地域社会、企業におけるプロスポーツの活用方法について考えま

す。 

学習目標／受講で得られ

る知識・スキル・コンピタ

ンス 

・ スポーツ業界の成長戦略を理解 

・ スポーツ業界の基本的な組織構造、ガバナンス、事業構造、および

ビジネスモデルを理解 

・ 社会課題、企業課題を解決するためにスポーツをどのように活用す

べきかという視点 

 

上記を踏まえ、地域におけるスポーツビジネスプロデューサーとしての

必要スキルを養います。 

想定受講者及び前提条件 ・地方創生に興味を持つ初学者 

試験方法及び修了条件 

【試験方法】 

ユニット毎の確認テスト（択一問題）および、ディスカッションにおけ

る発⾔数と講義受講 

 

【修了条件】 

ユニット毎の確認テストで平均 70％以上の合格及び、講座毎のディス

カッション最低発⾔回数、70％以上の講義視聴状況で評価を⾏い、講座

修了を判定します。 



 

 

 

関連スキル※事例が含ま

れる場合、取材箇所も記載

のこと 

スポーツの特異性を理解した上で、スポーツマーケティングの本質を理

解できます。また、戦略的思考が身に付きます。 

・組織論 

・戦略論 

・マーケティング論 

他講座との関連 より深い理解のために、基盤編：「地域活性化のためのマーケティング

戦略～実践的マーケティング～」、「事業のマネジメント」、「地域産業の

開発と運営」とあわせての受講をお薦めします。 

講座の特徴 ・ プロ野球において、球団、リーグ、日本代表ビジネスを手掛けた講

師による実践的、かつ体系的なスポーツビジネス講座です。 

・ スポーツが生産する様々な価値を理解し、スポーツを活用した地域

創生策のヒントを導き出します。 

学習深化のための取組み

／工夫等 

本講座で得られる着眼点から自分の身の回りの組織、地域において、ス

ポーツがどのように位置づけられ、地方創生にどのように貢献している

かを考えつつ受講されるとより深い理解が可能になります。 

また、多方向授業の特徴を最大限活用し、自ら関係する地域、あるいは

地方創生に携わった経験のある方はその経験をディスカッションの中

で積極的に発⾔し、他の受講生と意見交換を進めながら受講されること

をお薦めします。 

時間数 約 4 時間（イントロダクション、ユニット×4、まとめ） 

講座構成 イントロダクション 

 

ユニット 1 

・2020 年に向けたスポーツ業界の青写真 

 （スポーツ業界の現在地と未来予想図） 

 

ユニット 2 

・スポーツビジネス概論 I 

 （プロスポーツ業界の構造とガバナンス） 

 

ユニット 3 

・スポーツビジネス概論 II 

 （プロスポーツ興⾏における中核事業とその戦略） 



 

 

ユニット 4 

・スポーツを活用した地域創生プログラムの可能性 

 （スタジアム・アリーナ改革への挑戦等） 

 

まとめ 

講師紹介 荒⽊重雄  

 

株式会社スポーツマーケティングラボラトリー代表取締役 

 

日本 IBM株式会社、T-Systems ジャパン株式会社(前ドイツテレコム株

式会社)を経て、2005 年に株式会社千葉ロッテマリーンズ企画広報部部

長に就任。その後、事業部長、執⾏役員事業本部長を歴任し、地域密着

スタイルを掲げた革命的なファンサービスで球団史上最高の観客動員

数を記録するなど、球団改革のモデルケースとして注目された。また、

2013 年からの 4 年間は野球日本代表（侍ジャパン）の事業戦略、デジ

タル戦略担当も務めた。2009 年より現職。 

 


